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あ
ら
か
わ

冬
物
語

季節の移り変わりをあまり感じ

ることかない都会での暮らし…。
でも、そんなあわただしい街のす

ぐ隣を流れる「あらかわ」には、

確かな冬の姿とゆったりとした時

間かありました。

枯
れ
草
を
踏
み

し
め
て
歩
く

土
手
の
上
に
立
つ
と
、
河
川
敷
の
広

さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
街
で
は
味
わ
え
な
い
土
を
S

む
螽

が
心
集

く
ヽ
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
む
人
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。川

面
に
視
線
を
移
せ
ば
、
水
上
バ

ス
が
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
進
ん
で
い
く

姿
が
見
え
、
風
景
は
変
化
に
富
ん
で
い

斈
y
。
枯
れ
草
色
一
色
に
恩
瓦
る
河
川

敷
で
'
yが
、
注
意
深
く
観
察
す
れ
ば
日

だ
ま
り
に
は
バ
ッ
タ
の
旻
も
…
。

「
あ
ら
か
わ
」
に
は
発
見
の
楽
し
さ

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

羽
を
休
め
る

水
鳥
た
ち

ゆ
る
や
か
な
流
れ
の
「
あ
ら
か
わ
」

に
は
、
冬
に
な
る
と
多
く
の
水
鳥
が
訪

れ
黍

。烏
変

簾

羸

釐

黔

、

丹
念
に
羽
づ
く
ろ
い
し
て
い
ま
す
。
土

手
で
は
、
ム
ク
ド
リ
や
ツ
グ
ミ
、(
ク

セ
キ
レ
イ
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
枯
れ
た
ス
ス
キ
乞
厠
r

ス
ズ
メ
た
ち
の
格
好
の
住
み
か
。
茎
が

た
わ
む
ほ
ど
に
大
勢
の
ス
ズ
メ
が
I
本

の
薫
に
と
ま
っ
て
盛
ん
に
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
い
る
様
子
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
く

も
あ
り
ま
す
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

「千
住
新
橋
緑
地
」

区
と
建
設
省
が
協
力
し
て
造
り
、こ

の
春
オ
ー
プ
ン
し
た
「
千
住
新
橋
緑

地
」
。
こ
こ
の
葦
原
や
湾
処
(
ワ
ン
ド
)

で
は
、
様
々
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
こ
の
貴
璽
な
都
市
の
中
の
自
然

は
こ
わ
れ
や
す
い
も
の
。
釣
り
針
や
釣

り
糸
な
ど
は
絶
対
に
捨
て
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

な
ど
の
肉
食
魚
や
コ
イ
を
放
し
た
り
す

る
と
、
小
さ
な
生
き
も
の
は
棲
め
な
く

な
ひ
季
'
。
「
あ
忝
か
わ
」
は
私
た
ち
の

財
産
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
零
y
。

・

千
住
新
橋
緑
地
・・・
千
代
田
線
鉄
橋
一

千
住
新
橋
間
(

荒
川
河
川
敷
左
岸
)
・

小
菅
駅
下
車
徒
歩
5
分

12月25日号 主 な内 容

年末年始の業務内容　2 面

宿泊施設インフォメ ーショ ン　3面

データで見る足立のアダチ度　4 ・5 面

くらし の情報・健康カレ ンダ ー

… … … … 6 ・7 面

情報コ ーナー　8 面

身
体
の
不
自
由
な
方
へ

区
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

「
あ
だ
ち
広
報
」を

郵
送
し
ま
す

次
の
方
に
、「
あ
だ
ち
広
報
」
1
0

日
号
・
2
5日
号
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

対
象―
区
内
在
住
の
新
聞

(読
売
・
産
経
・
朝
日
・
東
京
・

毎
日
・
R
経
)
か
と
っ
て
い
な
い

方
で
、
高
齢
ま
た
は
障
害
が
あ
る

た
め
身
体
が
不
自
由
な
方

※
い

ず
れ
も
区
の
施
設
や
駅
の
広
報
ス

タ
ン
ド
、
郵
便
局
に
広
報
紙
を
取

り
に
行
け
な
い
世
帯
に
限
り
ま

す
。目

の
不
自
由
な
方
へ

「
声
の
お
知
ら
せ
」

を
無
料
貸
し
出
し

区
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の

た
め
に
、
毎
月
2
回
「
声
の
お
知

ら
せ
」
を
制
作
し
、
貸
し
出
し
て

い
穿
y
。
こ
れ
は
、
「
あ
だ
ち
広
報
」

を
朗
読
し
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録

音
し
た
も
の
で
す
(
目
の
不
自
由

な
方
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
)
。
対

象
―
区
内
在
住
の
目
の
不
自
由
な

方

―

い
ず
れ
も―

申
込
―
電
話
・
F
A
X
ま
た
は
(

ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
理
由
、「
あ
だ
ち
広

報
郵
送
」
ま
た
は
「
声
の
お
知
ら

せ
」
希
望
と
明
記

申
・
問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
1
2
0千

住
1
1
4
1
一
'一

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

F
A
χ
(
3
8
8
1
)
6
9
1
0

あ
だ
ち
広
報
'
9
6
年
1
月
1
日
号
(エ
ク
ス

プ
レ
ス
)は
、新
聞折
り
込
み
と
なり
ま
す

葦
立
ち

防
災
協
定

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
オ
ウ
ム
事
件
、
銃
器
犯
罪
な

ど
、
戦
後
5
0
年
の
節
目
の
年
を
揺

ゑ

躯

か

り
6

つ
に
起
こ
っ
た
数

々
の
事
件
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
震

憾
し
た
の
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
し
た
。
多
く
の
犠
牲
を
強
い
た

こ
の
震
災
か
ら
得
た
教
訓
は
は
か

り
知
れ
ま
せ
ん
。

街
の
緑
や
空
間
の
大
切
さ
、
水

の
確
保
、
近
隣
同
士
の
助
け
合
い
、

災
害
弱
者
へ
の
配
慮
等
々
・・・
。
な

か
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
神
戸

の
会
社
員
の
言
葉
で
す
。「
避
難
所

か
ら
大
阪
の
会
社
へ
出
勤
し
て
み

る
と
、
そ
こ
は
普
段
と
全
く
変
ら

ぬ
風
景
で
し
た
」
。

被
災
地
の
惨
状
と
そ
の
隣
に
あ

る
日
常
性
-

。
テ
レ
ビ
の
画
面
を

見
な
が
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
自

治
体
閧
の
助
け
合
い
の
必
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。

足
立
区
で
は
以
前
か
ら
、
友
好

都
市
の
小
出
町
、
鹿
沼
市
と
、
近

隣
で

啄
文
亰
区
と
相
百
猥

助
協
定

を
結
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
、
更

羸

黔

、
塩
爵

島

ぴ
、
1
2

月
に
は
隣
の
八
潮
市
と
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
町
と
は
万
一
の

場
合
、
人
や
物
資
の
援
助
や
救
援

ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
日
ご
ろ

か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
で
す

。
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
も
ぜ
ひ

、
積
極
的
に
進
め
て

欲

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

区長

古性直
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年
内
に
必
要
な
手
続
き
は
お
早
め
に

年
末
年
始
の
業
務
案
内

区
の
窓
口
業
務

区
役
所
、
区
民
事
務
所

、
福
祉
事
務

所

、
保
健
所
な
ど
は

、
年
末
は
1
2
月
2
9

日
(
金
)
か
ら

、新
年
は
1

月
3

日
(
水
)

ま
で
業
務
を
休
み
ま
す

。

問
先
一

千

住
W
l
b
舎

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ま
た
は
中
央
本
町
庁
舎

(
3
8
8
0
)
5
3
1
2

本
庁
舎
地
下
駐
車
場

千
住
本
庁
舎
の
地
下
駐
車
場
は
、1
2

月
2
9日
(
金
)
1
1

月
3
日
(
水
)
ま

で
お
休
み
し
ま
す
。
問
先
―
ま
ち
づ

く
り
公
社
　
(
3
6
0
4
T
7
6
1

公
社
施
設

社
会
教
育
館
、体
育
館
、運
動
場
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
施
設
は
、1
2
月
2
8
日
(
木
)
～
1

月
4
日
(
木
)
ま
で
、
年
末
年
始
お
よ

び
館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
(
す

い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
の
ス
ケ
ー
ト
場

は
、
杪一
月
3
1日
と
1
月
1
日
の
み
休

館
)
。こ
の
間
、総
合
受
付
、
保
貴
所
受

付
と
も
に
休
み
ま
す
。
な
お
、
毎
月
1

日
の
施
設
利
用
抽
選
会
は
、1
月
に
限

り
5
日
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
こ
ど
も

科
学
館
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
)
、生
涯

学
習
館
は
、1
2
月
2
8
日
(
木
)
～
1
月

4
日
(
木
)
ま
で
、
年
末
年
始
お
よ
び

館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

生
物
圜
、
都
市
農
業
公
園
は
、
口一月
2
8

日
(
木
)
I
I

月
4
日
(
木
)
ま
で

閉
I
と
な
り
ま
す
。

図

書
館
・
郷
土

博

物

館

な
ど

全
図
S
館
、千
寿
桜
小
学
校
図
一
室

・
多
目
的
ホ
ー
ル
、勤
労
福
祉
会
館
、

郷
土
博
物
館
は
1
2
月
2
8
日
(
木
)
～
1

月
4
日
(
木
)
ま
で
、年
末
年
始
お
よ

び
館
内
蛾
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。伊

興
遺
跡
公
園
は
、1
2
月
2
9
日
(
金
)
～

1
月
3
日
(
水
)
ま
で
閉
園
と
な
り
ま

す
。な
お
、勤
労
福
祉
会
館
の
1
月
分
施

設
利
用
抽
選
侖
は
、1
月
5
日
(
金
)
、

午
前
9
時
か
ら
行
い
ま
す
。

ま
た
、女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、杪
一

月
2
9
日
(
金
)
～
1
月
3
日
(
水
)
ま

で
休
館
し
ま
す
(
情
報
資
料
窒
は
1
2
月

2
6
日
～
1
月
4
日
、女
性
相
談
は
1
2
月

2
6
日
～
1
月
7
日
ま
で
休
み
ま
す
)
。

清
掃
作
業

▽
可
燃
・
不
燃
ご
み
は
、
年
末
は
1
2月
3
0

日
(
土
)
ま
で
、
年
始
は
1
月
5
日

(金
)
か
ら
収
集
し
ま
す

▽
資
源
ご
み
は
、
年
末
は
1
2月
2
8日
(

木
)
、
第
4
木
曜
日
の
地
区
ま
で
収
集

し
ま
す
。
年
始
は
1
月
5
日
(
金
)
か

ら
収
集
し
ま
す

※
く
わ
し
く
は
、
集
積
所
の
ピ
ラ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
年
末
年
始
は
収
集
時
刻

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当

日
は
午
前
8
時
3
0分
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、1
月
7
日
(
日
)
・
1
5

日
(

祝
)
も
収
集
作
業
を
行
い
ま
す

▽
粗
大
ご
み
は
、
年
末
は
1
2月
2
8日

采
)
、
第
4
木
曜
日
の
地
区
ま
で
収
集

し
ま
す
。
年
始
は
、1
月
5
日
(
金
)

か
ら
収
集
し
ま
す

▽
し
尿
は
、
年
末
は
り一
月
3
0日
(
土
)

ま
で
、
年
始
は
1
月
5
日
(
金
)
か
ら

収
集
し
ま
す
。
早
く
た
ま
る
ご
家
庭
は
1
2

月
2
8日
(
木
)
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い

問
先
―
足
立
東
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

最
近
、
済
掃
車
の
車
両
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
危
険
物
(
シ

ン
ナ
ー
、
灯
油
、
中
身
の
入
っ
た

ガ
ス
ボ
ン
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
缶
等
)

は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

休
日
診
療
所

杪
一
月
2
9
日
(
金
)
か
ら
1

月
3
日
(
水
)

ま
で
上
衷
の
と
お
り
休
日
診
療
所
を
開

設
し
ま
す

。
な
お

、ふ
だ
ん
の
日
曜
日
、

祝
日
も
開
設
し
て
い
ま
す

。

休 日 診 療 所 一 覧

今年10月に開 園した都市農業公 園

竹 の 塚 休 日 診 療 所
竹 の 塚 休 日 歯 科 診 療 所　案 内 図

( 竹 ノ 塚 駅 東 口 徒 歩5 分)

夜
間
・
休
日
診療

機
関
等
の
ご
案
内

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

(健
康
案
内
ひ
ま
わ
り
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

※
食
中
毒
、
伝
染
鍔
発
生
等
の
緊
急
の

場
合
も
、
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

救
急
病
院
の
ご
案
内

▽
消
防
庁
災
害
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー

(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

休日でも温水プールや図書館

などの区施設の情報はOK
電話1 本でいろいろなことが調べられます

声の便利帳「ハローあだち」

3272- 8600
※ 年末年始は12月29日( 金)から1 月3日(水)まで取扱いを休みます

区
役
所
が
休
み
の
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
さ
ら
に
平
日
の
業
務
終
了
後
に
、

一
諾
で
休
日
診
療
所
や
図
S
館
な
ど
の

区
の
施
設
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に

お
答
え
し
ま
す
。N
T
T
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
「「
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」
と

で
ま
す
の
で
、「
足
立
区
の
○
○
○
に
つ

い
て
知
ひ
た
い
の
で
す
が
?
」
と
お
聞

き
く
だ
さ
い
。
同
時
に
何
件
で
も
闖
け

ま
す
。

※
N
T
T

「「
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
」
で
は
、
足
立
区
の
情
報
の
ほ
か
2
3

区
内
の
グ
ル
メ
情
報
や
ホ
テ
ル
・
旅

館
、
趣
味
・
レ
ジ
ャ
ー
の
お
店
な
ど
の

情
報
も
聞
く
'
整と
が
で
き
l
f
y。

□
現
在
提
供
申
の
主
な
情
報

▽
休
日
診
療
所
▽
ス
ポ
ー
ツ
施
般
の
連

絡
先
▽
図
書
館
の
休
館
日
、
連
絡
先
▽

放
置
自
転
車
の
移
送
先
、
引
き
取
り
方

法
▽
商
店
街
の
土
・
日
・
祝
日
駐
車
婦

(竹
の
塚
、
千
庄
付
近
)
▽
郷
土
博
物

館
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
、
花
畑
記
念
庭

園
、
都
市
島
業
公
園
の
連
絡
先
、
交
通

機
関
等
▽
主
な
区
の
イ
ベ
ン
ト

フ
ァ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま

す
。
施
設
案
内
図
の
欲
し
い
方
は
、
オ

ペ
レ
ー
タ
に
「
○
○
の
案
内
図
が
欲
し

い
」
と
常
い
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
奮
淇
え

て
ぐ
だ
さ
い
。

□
現
在
提
供
中
の
主
な
情
報

▽
休
日
診
療
所
▽
放
置
自
転
車
の
移
送

先
▽
図
S
館
▽
福
祉
事
務
所
▽
保
健
所

▽
温
水
プ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
、

生
物
園
、
そ
の
他
区
の
施
設

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

● 利用時間

(案内料は無料。通話料のみかかります)

増
え
る
冬
休
み
の
放
置
自
転
車

放
置
自
転
卑
が
歩
く
時
の
邪
魔
に
な

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
火
事
な

ど
の
緊
急
事
態
が
起
き
た
と
き
、
放
置

自
転
車
が
大
変
な
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
a以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
、

蒙
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
は
区
が
撤

去
し
て
駅
ご
と
に
4
ヵ
所
の
移
送
所
に

還
び
保
腎
し
て
い
聿
歹
。

自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
は
、
撤
去

料
と
し
て
2
千
円
を
徽
収
し
ま
す
。
ま

た
、
撤
去
浚
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分

し
ま
す
。
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を
す

る
と
と
も
に
必
ず
住
所
と
名
前
を
一
き

ま
し
ょ
う
。

学
校
等
の
冬
休
み
期
間
中
は
、
特
に

学
生
・
生
徒
の
自
転
車
放
置
が
目
立
ち

ま
す
。「
ウ
ッ
カ
リ
放
置
で
、
撤
去
料
を

支
払
う
」
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
駅
周
辺
の
安
全
で
快
適
な
環

塊
つ
く
り
に
男
め
て
い
ま
す
が
、
区
の

対
応
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
駅

に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
。
自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
自

転
車
置
き
場
に
置
い
て
く
だ
さ
い

。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0
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宿泊 施設インフォメ ーション

3
月
利
用
分
か
ら
「
湯
河
原
あ
だ

ち
荘
」「
那
須
・
森
の
家

」「伊
豆
高
原
あ

だ
ち
荘
」の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
以
て
い
る
区
民
保
養
所
は
、
財
政

面
か
ら
み
ま
す
と
、
諸
経
費
の
値
上
が

り
に
よ
り
収
入
額
に
比
べ
て
支
出
額
が

毎
年
の
よ
う
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

運
営
経
費
に
つ
い
て
は
よ
り
一一
節

祺
に
努
力
い
た
し
ま
す
が
、
今
後
と
も

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
痴
提
供
で
き
る
よ

う
、3
月
利
用
分
か
ら
便
用
料
を
改
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
室
料
1
室
」3
千
2
0
0
円
(
旧
2
千
8
0
0

円
)
、「
宿
泊
料
」
大
人
1
人
=
2
千

跏
円
(
旧
2
千
円
)
・
子
供
1
人
1
千
4
0
0

円
(
旧
千
円
)
と
な
り
ま
す
。な
お
、

食
事
料
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

● 各施設利用案内　3 ・4 月利用分

※ 公社施設ですでに購入済みの宿泊施設抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「鋸南自然の家」の表示がないものがありますが、使用できます。施設
名欄に「鋸南自然の家」と配入し、申し込んでください/ 利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします

3・4月分の
利 用案内

申
し
込
み
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
―
公
社
の

各
施
設
で
販
充
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限

り
ま
す
)

期
間
1
1
月
5
日
～
…一
日

必
一
(
抽
選
結
果
を
1
月
下
旬
に
郵
送

し
嫐
y
)
受
付
l
当
邏
者
は
、2
月
8

日
ま
で
に
各
公
社
施
般
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

□
3
・
4
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
2
月

9
日
)
か
ら
「あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」で
予

約
で
き
廖
y
。ま
た
、公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
嫐
歹
。

□
1
2
・
1
・
2
月
分

随
時
、申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
膏
i
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
奮
s
簒
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

● コミ ュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、@は午前9時～午後5時、
○ @は午前10時～午後6時( 毎週月鼈日休館)

ご利用ください 区民相談室
区では、区民の皆さんに役立

つ各種相談を行っています。困
ったことや心配なことがありま
したら、迷わずお電 話く ださい

(相談無料・秘密厳守) 。
問先 千住本庁舎 ・又匣相談室
〒120千住1 ―4- 18
3882- 1111 ㈹

※ 人権身の上相談は第2 火曜日、行政 相談は第3 金曜日に行っています

◎ 住宅修繕等をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を通じ施工業者をあっせんして
います。電話でお申し込みく ださい

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
ア
ニ
メ
映
圖
鑑
賞
会
1

月
7
日
(

日
)
、
午
後
2
時
・
7
時
/
エ
ル
ーソ

フ
ィ
ア
/
「
大
い
な
る
河
の
流
れ
≒
木

を
植
え
た
男
」/
無
料
/
寺
山

(
3
8
9
7
)
5
8
2
4
(
夜
間
)

☆
第
扠
回
河
島
英
五
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
ー
月
2
0
日
(
土
)
、午
後
6

時
/
産
業
振
興
館
/
費
用
等
く
わ
し
く

は
問
い
合
わ
せ
/
た
ん
ぽ
ぽ
共
同
保
育

所
関
?
3
8
7
0
)
7
0
4
0

☆
講
演
会
「宗
教
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」

1
月
2
0
日
(
土
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
奥
田
暁

子
氏
(
女
性
史
研
究
家
)
/
沺
円
/
電

話
ま
た
は
直
接
会
場
/
下
村

(
3
8
8
5
)
5
4
5
2

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
に
じ
の
会
育

児
サ
ー
ク
ル
)
1
月
2
1
日
(
日
)
、午

前
1
0
時
～
午
後
1
時
3
0
分
/
朝
日
自
動

車
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
(
葛
飾
区
東
金
町
6

-
1
0
-
1
4
)
/
出
店
料
千
円
(
会
員
5
0
0

円
)
/
会
員
も
募
集
し
て
い
ホ
y
(
年

会
費
网
円
)
/
小
山

(
5
6
8
2
)
0
2
9
6

=
募
集
=

☆
太
極
拳
ク
ー
フ
ブ
(
M
O
M
O
)
毎

週
木
限
日
、午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
/

伊
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
3
千

円
、
月
額
3
千
円
/
志
村

(
3
8
5
9
)
5
3
7
6

☆
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
す
み
れ
月
3
回

(
月
曜
日
)
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/

花
畑
団
地
西
集
会
所
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
鴎
円
/
宮
島

(
3
8
9
7
)
3
1
2
2

☆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
(
軟
式
)
を
楽
し
む

会

毎
週
月
曜
日
、
午
後
2
時
I
5
時
/

宮
元
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
/
月
額
千
S

円
/
田
村

(
3
6
0
6
)
3
6
9
4

☆
エ
ア
ロ
ピ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
(
ス
ワ
ン

ク
ラ
ブ
)

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
4
0

分
～
9
時
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
3
千
円
/
杉
田

(
3
8
9
7
)
5
9
9
2

☆
パ
ス
テ
ル
画
同
好
会
(
虹
の
侖
)

毎
週
火
曜
日
、
午
後
1
時
～
3
時
/
中

央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千
9

円
/
初
心
者
歓
迎
/
加
藤

3
8
8
7
)
5
7
1
7

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
さ
わ
や
か
)
毎
週

水
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
う
き
う

き
館
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千

円
/
生
方

(
3
8
8
3
)
5
2
4
1

☆
童
謡
・
愛
唱
歌
サ
ー
ク
ル
第
1
・

3
日
曜
日
…
午
後
2
時
3
0
分
～
5
時
、

第
1
・
3
水
曜
日
・
:
午
後
7
時
～
9
時

/
千
寿
第
四
小
学
校
/
月
額
2
千
円
/

原
田
?
3
8
8
2
)
6
9
8
6

☆
中
国
語
(
サ
ー
ク
ル
足
立
)
毎
週

土
曜
日
、入
門
初
級
・
・
・
午
後
2
時
～
3

時
3
0
分
・
中
級
・
・
・
午
後
3
時
3
0
分
～
5

時
/
竹
の
筱
小
学
校
、
竹
の
筱
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
毎
回
嶄
円
/
木
村

(
3
8
5
9
)
9
7
4
9

☆
写
真
ク
ラ
ブ
(
キ
ャ
。ツ
ー
ア
イ
)

第
2
日
曜
日
、午
後
1
時
～
5
時
/
青

年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
千
5
0
0円/
山
下

(
3
8
9
6
)
3
0
1
1

☆
愛
唱
歌
を
唄
2
=
(
ク
レ
タ
y
エ
ン

ド
)

第
1
・
4
木
曜
日
、
午
後
7
時
r
9

時
/
女
性
の
み
/
入
会
金
千
円
、

月
額
千
円
/
本
多

(
3
8
8
1
)
2
5
7
9
(

夜
間
)

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
ス
ピ
リ
ッ
ト
)

土
・
日
曜
日
・
祝
日
/
部
分
練
習
、
試

合
等
/
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

☆
人
事
交
流
研
究
会

月
2
回
(
土
・

日
曜
日
)
/
6

ヵ
月
2
千
円
、1
年
1

千
円
/
木
内

(
3
8
9
9
)
4
5
1
3
(

夜
間
)

☆
水
墨
圃
(
足
立
墨
彩
会
)
第
1
・

3
日
曜
日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
千
5
0
0

円
、
月
額
2
千
円
/
槙
島

(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
(
す
み
れ
会
)

毎
週
土
曜
日
、
午
後
8
時
～
9
時
/
綾

瀬
駅
西
口
大
室
ビ
ル
/
入
会
金
3
千

円
、
月
額
4
千
円
/
東

(
5
6
8
2
)
0
4
0
0
(

夜
間
)
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も
う
ひ
と
つ
の
あ
だ
ち
が
見
え
て
く
る

デ
ー
タ
で
見
る

足
立
の

ア
ダ
チ
度

四
季
折
々
に
そ
の
姿
を
堅
え
湟
々
と

流
れ
る
荒
川
、
人
々
の
ざ
わ
め
き
も
ど

こ
か
懐
か
し
い
下
町
の
商
店
衝
、
t
営

住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
な
集
合

住
宅
、
そ
し
て
予
供
た
ち
の
歓
戸
が
こ

だ
ま
す
る
ユ
ー
T
ク
な
公
圃
園

。
私

た
ち
が
私
た
ち
の
住
む
'

足
立
区
'

に

つ
い
て
語
る
と

き
、
そ
の
姿
は
実
に
さ

ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
ま
す
。

で
も
、
身
近
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
か

瓦

っ
て

知
ら
な
か
っ
た
り
気
づ
か
な
か

っ
た
7

そ
ん
な
こ
と
っ
て
練
塀
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

今
回
は
、『
A
D
A
C
H
1

タ
ウ
ン
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
の
資
料
編
よ
り
、
。
今
現

在
の
足
立
F

を
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ

か
ら
眺
め
て
み
ま
す
。

あ
な
た
が
気
が
つ
か
な
か

り
た
l

の

丿
あ
゛
…

ル

た
5

出
合
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

銅メダルの実力
人口・面積とも
23区で第3 位

面 積

面貘も、大田区の59. 46k㎡、世田

谷区の58. 08km2に次ぎ、53. 25Wで

第3 位 。

や っ ぱ り 醴 柵 ヵ吠 き け れ ぽ 人 口

も多い〃

( 7 年1 月1 日)

( 単位: km2)

人

口

人
口
は
、
7

年
匐
月
1
日
現
在
、
6
3

万
8

千
聊
人
で
第
3

位
4
ち
な
み
に
I

位
は
世
田
谷
区
?
悗
万
4

千
2
9
0人
、
2

位
は
大
田
区
で
6
4万
7

千
縣
人
で
す
。

ア
ダ
チ
も

国
際
化
が
進
ん
で
い
ま
す

7年1 月1 日ミ 、匹l - ㎝12. 5s
、u, 1 粐卩 の 外佃 吋s・寸g

で● らしています ・ミ 己】糒此
辜の- 1 区朏、』1礑り珊 可で飼7. 3s

、、ご イe 四2. 8 懈とな
ってl 丶富j l 。

多
い
?
少
な
い
?

1
世
帯
当
り
の
年
間

ゴ
ミ
排
出
量
は
約
1
t

「チリも積もれ1哂『1となる』と
いう邑集も。1 年間で約2Z万t の
ゴミと闖くと罠隻脚を帯びてきま
す。この22万t という数字、1 世
帯当りに換算すると約1t 。皆さん
は想像できます圦

ゴミ収集量

( 6 年度)

胸を張って金メダル
区
立
公
園
面
積
は

2
3区
で
第
1
位

( 5r ? - 1- 犢は、1, 8a) 、314m*・F17
公園、はqQ9ヵ所と、こちらは

大田区の443ヵ所に次ぎ、=e 緬2
位。金メダル、鍜メダルを簟帰1

区立公園面積

( 7 年4 月1 日)
四季の花が楽しめる公園は、
ホッとできる憩いの場所です
(写真は2 月上旬の大谷田公園)

予
算
規
模
は

2
3区
中
第
2
位

予算規模( 6 年度)
単位: 百万 円

R 匯1 人当りの予算額は354, 3881円、R 匯1人
当りの特別区税負姐額は£4, 2721円( 6 年度)。瞽
設は高いと鳳じる 粗金ですが、文払 っている約6
倍のお金が1 人 ひとりに使われていることに

なります。不 ● ● に思うかも匁れませんが、こ
れは都区財政貫整 劒席による交付金や国の補助
金、特別区債等を活用しているためです。

アダチはこ どもたちの
王国! ?

区立小・中学校、児童・生徒・学校数は

23区でNo. 1

( 7 年5 月1 日)

※ ( 　)内の数字は私立の学校数です。

そば通 も知らなかった
おそば屋さんの数、23区でNo. 1

う
ど
ん
・
そ
ぱ
g

敷
が
2
3区
で
k
t

と
い

う
尼

け
で
な
く
、

ラ

ー
メ
ン
ー
衆
刄

の
歓
だ
っ
て
2
3
区
で
k
2

。
み
な
さ
ん
&

。食
べ
歩
き
'
に
挑
軟
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ラーメン屋さんの数 うどん・そば店数

区政への要望　ベスト5

ADACHI
タウンガイドブック

好
評配布中

区
の
施
設
や
公
園
、
区
内
の

名
所
旧

蓐
な
ぐ
夸
紹
心
じ

た
「
A
D
A
C
R
I

タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
。
今
回

、賢
料

鑼
の
デ
ー
タ
を
更
新
し

、
新
た
に
配
布

し
て
い

零
す
。
ぜ
ひ

、
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
く
だ
さ
い

。

配
布
場
所
=

嚮
報

公
闘
一
(

千
佳
本
庁
舍
・
中

央

本
町
庁
舎
)
、
区
民
事
務
所

、図

書
館

、
公
社
施
設
な
ど

ま

た

、足

立
区
の
デ
ー
タ
を
、

も
っ
と

も
っ
と
く
わ
し
く
知
り

た
い
と
い

う
男
に
は
、「
数
字
で

尋
9

足
立
」
が

芻
乖
め
。
足
立

区
の
人
口
か
ら
屬
設
の
利
用
状

況
ま
で

、
各
分
野
に
わ
た
る
基

礎
的
な
資
科
を

収
録
し
て
い
ま

す
。
こ

の
冊
子
は
、
情
報
公
開
臘
(
千
住
本
庁

魯
・
中
央
本
町
庁
舎
)
で
販

売

励

円
)

し
て
い

る
ほ
か
、
図
書
館
な
ど
で
も
閃

覧
で
き
、贊
し
脚

ど

荐

つ
て
い
ま
す
。

岡
先
=

千
生
本
庁
會
・
広
報
課

(
3
1
)
F
F
L
F

㈹

1
日
の
統
計
(
6年
)

転入　83. 0人転出　98. 8人出生　17. 4人

死亡　11. 7人結婚　24. 3組離婚　5. 8 組交通事故　7. 3件

1
人
・

1
世
帯
の
統
計

病院数
10万人当り7. 1

( 5 年10月1 日)

特別養護老人ホーム数

高齢者5 万人当り3. 4

( 7 年4 月1 日)

図書館蔵書

1人当り2 冊

( 7 年3月31日)

乗用自 動車

1世帯当り0. 6台

( 7 年3 月31日)

ス ケ ッ チ あ だ ち 11

/

20
ベルモンド公園で黒鳥の
赤ちゃんが誕生

11

/

23
緊
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あ
だ
ち

ま
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く
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フ

ォ
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ラ
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/
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一茶まつり・炎天寺

一荼の句rやせ負けるな一茶　是にあ
り」にちなん

芯1111
攬。 結果は、3 戦して1

鰆1 敗1 分けでした。
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/

26 酉の市・大鷲神社
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/
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東
京

移
一
(

め
ん
)

蹼
協

网
姐
合
鑽
潭
支
部
が
「
ゆ

う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ
の
」

の
利
用
者
に
甼
打
ち
そ
ぱ

を
サ
ー
ビ
ス
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/
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すいすいらんど纉瀬
・屋外スケート場オ
ープン
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

貸
付
し
ま
す
　足
立
区
生
業
資
金

対
象
1

般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
鷽
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
崗
た
す
方
/
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住

民
登
録
上
の
世
帯
主
/
一
粲
の
新
規
ま

た
は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
灣
納
し

て
い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1

人
い
る

貴
付
額
=
L
世
帯
S
万
円
以

内
(
予
定
利
率
1
.
9
%、据
置
期
間
中
は

無
利
子
)

返
済
方
法
1
6
ヵ
月
据
え

置
き
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
I

申
込
S
を
窓
口
に
持
参
(
申
込
用
紙
は

区
民
事
務
所
、
福
祉
事
務
所
に
も
あ
り

ま
す
。
用
紙
交
付
は
1
月
4
日
か
ら
)

受
付
期
間
-
1
月
8
日
～
1
9日

東
次

回
(
平
成
8
年
度
第
1
回
)
の
賃
付
は
、
8

年
4
月
中
旬
に
受
け
付
け
を
予
定
し

て
い
奪
T

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
貸
付
佩

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
育
児
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
子
青
て
を
楽
し
め
る
ぷ
つ
に
、
気

鰹
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
I
▽
興
野
保

育
園
(
西
新
井
本
町
4
1
1
9
-
2
3
)
・
-
・

毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
2
9
1
6
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
)

・
:毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

間
先
1
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

身
体
障
害
者
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等

訓
練
生
募
集

職
業
的
自
立
を
め
ざ
す
障
害
者
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
―
区
内

在
庄
で
身
体
障
書
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
4
0筬
位
ま
で
の
方

場
所
―
綾
瀬
陣

害
福
祉
施
設

定
員
l
i
人

訓
練
期

間
1
8
年
4
月
か
ら
F
年
間

選
考
―

適
性
試
験
・
面
接

申
込
=
履
歴
書
を

郵
送

期
限
=
1
月
3
1日
(
必一
)

申
先
=
足
立
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
シ
ス
テ
ム

(区
内
に
2
ヵ
所
あ
り
ま
す
)

稜
瀬
障
害
福
祉
施
設
内

〒
閇一東
綾
瀬
1
1
2
6
1
2

(
3
6
0
5
)
6
7
6
つ
`

梅
島
通
所
馴
練
施
般
内

〒
1
2
1梅島
3
1
3
1
-
1
9

(
3
8
4
9
)
8
8
3
0

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
課
計

画
飼
整
佩

「
(親
)医
療
証
」を
お
送
り
し
ま
す

8
年
用
の
@
医
療
証
は
1
2月
2
6日

(
火
)
ご
ろ
発
送
の
予
定
で
す
。
現
況

届
を
提
出
し
て
い
な
い
方
に
は
お
送
り

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
急
い
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
記
入
も
れ
や
保
険

内
容
に
つ
い
て
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
た

方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

ご
連
絡
が
あ
り
次
第
お
送
り
し
穿
歹
。

所
得
基
準
を
超
え
て
い
た
な
ど
の
理
由

で
受
給
資
格
を
失
う
方
に
は
、
資
格
消

減
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
先
1

千
住
本
庁
舍
・
児
童
医
療
佩

年

金

募
集
し
ま
す
　国
民
年
金
推
進
員

国
民
年
金
推
進
員
と
は
、
年
金
加
入

者
の
お
宅
を
防
問
し
、
保
険
料
の
収
納

を
は
じ
め
各
種
届
S
の
受
け
付
け
な
ど

年
金
相
談
を
行
う
非
常
勤
職
員
で
す
。

応
募
資
格
I
区
内
在
住
の
3
0歳
位
か
ら
6
3

歳
位
ま
で
の
方

勤
務
条
件
I
I
ヵ

月
に
1
8日
間
勤
筋

募
集
人
員
=
数
人

採
用
予
定
=
8
年
5
月
1
日

給
与
―

基
本
給
(
日
額
4
千
沺
円
)
十
能
率
給
。

平
均
月
給
1
7
万
4
千
円
前
後
(
7
年
度

実
績
)
申
込
―
自
筆
履
歴
s
(
写
真

貼
付
)
と
作
文
「私
と
年
金
」(
8
0
0
字
程

度
)
を
国
民
年
金
課
(
中
央
寡
町
庁
舎

2
階
)
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。一
類

審
査
後
面
接
を
行
い
奪
y
期
限
1
2

月
2
0日

申
・
問
先
L
中
央
本
町
庁
舎

・
推
進
係
　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
1
月
1
0
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

くらしを応援する

ねんきん
公開講座

老
後
の
安
心
は
、
精
神
的
・
経

済
的
な
豊
か
さ
で
は
な
い
で
し
ょ

弓
か

。
経
済
的
譽
冢
応
擘
I
S

民
年
金
・
厚
生
年
金
の
仕
組
み

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。年
金
は
老

梭
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今

が
大
切
で
す
。日
時
-
8
年
2

月
9
日
(
金
)
、午
後
L
時
3
0
分
～

1
時
3
0分

場
所
l
竹
の
筱
セ
ン

タ
ー

対
搬
=
区
内
在
住
・
在
勤

の
方

講
師
大

西
利
尚
氏
(
区

内
在
住
社
会
保
険
労
務
士
)

定
S
l

聊
人
(
先
着
順
)

申
込
I

電
話

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁

舎
・
推
進
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
の
早
期
実
現
を

都
知
事
に
要
望

現
在
、
足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
区

で
は
、
議
会
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
「
環
七
高
速
鉄
遭
(
メ
ト
ロ
セ
ブ

ン
)
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
環

状
方
向
鉄
道
の
導
入
活
励
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
一
環
と

し
て
、
1
1月
2
4日
、
三
区
の
区
長
、

議
長
が
そ
ろ
い
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
導

入
促
進
の
要
望一
を
都
知
事
に
提
出

し
ま
し
た
。

足
立
区
内
で
は
、
日
S
里
・
舎
人

練
や
常
磐
新
線
な
ど
、
郡
心
部
へ
の

放
射
方
向
の
交
通
塵
備
計
画
が一
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
環
状

方
向
に
は
鉄
道
が
な
い
た
め
不
便
を

き
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
要
望一
で
は
、
メ
ト
ロ
セ
プ

ン
の
導
入
が
交
通
不
便
地
域
の
解
消

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
や
均
衡
あ
る
発
展
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
y
娶
掲
げ
、
早
期
実
現

を
求
め
ま
し
た
。
問
先
a
千
住
本

庁
舎
・
交
通
計
画
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

日
暮
里
・
舎
人
線
建
設
に

向
け
て
一
歩
前
進
!

日
暮
里
・
舎
人
線
の
事
業
主
体
で

あ
る
東
京
都
地
下
鉄
建
設
㈱
に
対

し
、
近
日
中
に
、
運
輸
・
建
設
両
大

臣
よ
ひ
軌
遭
法
の
特
許
が
お
り
る
予

定
で
f
y。

新
線
の
敷
設
と
運
輸
事
業
を
行
お

冫
孚
急
者
は
、
あ
弧
か
じ
め
事
業

内
謇
等
の
関
係
S
類
を
添
え
て
申
請

し
、
両
大
臣
か
ら
y
」の
特
許
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
特
許
を
取
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
都
地
下
妖
建

設
㈱
は
運
輸
事
巣
を
経
営
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
日
暮
里
・
舎
人
線
は

建
設
に
向
け
て
一
歩
前
準
f
y
る
こ
と

に
な
n
豪
チ

。

一
方
、
東
京
都
で
は
現
在
、
都
市

計
画
法
や
東
京
都
の
環
埆
彫
智
評
価

条
例
に
棊
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
手

続
き
を
滌
め
て
お
り
、
9
年
前
半
の

着
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
交
通
計
画
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

外
国
人
登
録
原
票
が開

示
で
き
ま
す

1
2月
1
日
か
ら
、
外
国
人
登
録
原
票

の
写
し
を
本
人
が
請
求
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
請
求
す
る
方
は
、
中
央

本
町
庁
舎
・
外
国
人
登
録
係
の
窓
口
に

登
録
者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
外
国
人
登
録

係
　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
6

掲
示
板

□
足
立
あ
か
し
あ
圃
職
s
募
集

仕
事
内
容
l

給
食
調
理
の
補
助
(
一

単

な
仕
事
で
す
)

資
格
等
1
年
齢
・
資

格
不
問

助
務
時
間
―
午
前
9

時
I

午

後
1

時
(

相
談
に
5

じ
ま
す
)

時
給
=

瞋
円
以

上
(
交
通
費
支
給
)

申
込
―

履
歴
書
を

持
参
し
窓
口
へ

申
・
問
先

―
足
立
あ
か
し

あ
園
(

青
#
4
1
3
0
-
5
)
　
(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

□
短
期
講
習
「
パ
ソ
コ
ン
(
中
級
)
」

日
時
1
2
月
1
5
日
(
木
)
～
2
0
日
(
火
)

の
日
曜
日
を
除
く
5
日
間
、
い
ず
れ
も

午
後
6
時
～
9
時
、
1
7
日
(
土
)
は
午

前
9
時
～
午
後
4
時
1
5
分
対
象
=
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
定
員
=
1
5

人
(
抽
選
)
s
用
=
5
千
8
0
0
円
申

込
受
付
1
1

月
9

日

、
午
後
6

時
ま
で

に
直
接
窓
口
へ

申
・
問
先
―
都
・
足

立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
・
能
力
開
発

係
　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
都
・
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
4

月
入
校
生
募
集

▽
推
薦
入
校
(
3
月
に
中
学
校
卒
業
見

込
の
方
)
…
自
動
車
整
備
・
機
械
・
木

工
・
塗
装
科
(
各
2
0
人
)
募
集
期
間

=
1
月
8
日
～
1
2
日

▽
昼
間
都
一
般
募
集
・・・
電
気
工
事
科
(
2
5

人
)

・
電
子
工
学
科
(

刀一
人
)
、
自

動
車
整
備
・
機
械
・
木
工
・
塗
装
(

各
1
0

人
)
、ビ
ジ
ネ
ス
経
理
・
ト
レ
ー
ス
科

(
各
3
0
人
)

▽
夜
間
部
一
般
募
集
…
木
工
・
自
励
車

整
備
・
電
気
工
事
・
ト
レ
ー
ス

ー
ピ
ジ

ネ
ス
経
理
科
(
各
3
0
人
)
募
集
期
間
　

(
昼
・
夜
間
部
と
も
)
1
1
月
8
日
～

2
月
9
日

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
都
・
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

日
時
-
1
月
1
6
日
(
火
)
・
1
9
日
(
金
)

・
2
3
日
(
火
)
・
2
6
日
(
金
)
、い
ず
れ

も
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
場
所

―
北
と
ぴ
あ
対
象
扎
こ
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
講
師
l
浜
村
彰
氏
　

(
法
政
大
学
教
授
)
s
用
=
無
料

定
員
=
1
0
0人(
先
着
順
)

申
込
―
一

話
ま
た
は
F
A
x
で
住
所
・
氏
名
・
受

講
希
望
日
を
連
絡

申
・
問
先
―
王
子

労
政
事
務
所
・
労
働
教
育
係

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

F
A
x
(
3
9
0
6
)
2
0
3
6

□
マ
イ
ホ
ー
ム
の
耐
一
補
強
工
事
を
す

る
方
へ
都
が
助
成
し
ま
す

対
象
―
住
宅
金
融
公
庫
の
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
「
耐
震
改
修
工
事
融
資
」
を
受

け
て
自
己
の
住
宅
を
耐
霞
補
強
工
事
す

る
方

助
成
額
―
住
宅
金
融
公
庫
の
金

利
1
%
相
当
額
奮
。年
間
を
限
度
に
助

成

募
集
戸
数
=
千
戸

期
限
1
3
月
1
5

日

申
a
l
申
込
S
を
記
入
し
て
直

接
窓
口
へ
(
申
込
書
は
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
、
同
営
業
所
、
住
宅
・
金
融
公

庫
な
ど
に
あ
n
乖
歹
)
申
・
問
先
=
都

・
住
宅
局
民
間
住
家
蠑
(
都
庁
第
冫
庁

舎
1
9階
)

(
5
3
2
0
)
4
9
5
1
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健

康

第
3
回
精
神
障
害
者
地
域
自
立
生
活
講
座

「
社
会
復
帰
っ
て
、な
に
?
」

区
内
の
精
神
障
害
者
の
皆
さ
ん
、

日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ん
が
生
活
の
中
で
抱

え
て
い
る
切
実
な
問
題
を
、
大
勢
の
仲

間
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
今

回
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
「
社
会
復
帰
」

と
は
ご
つ
い
う
'
」と
な
の
か
を
考
え
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
1
月
2
0日
(
土
)
、午
後
2
時
1
4

時

内
容
I
ビ
デ
オ
上
映
「
支
え
あ

う
な
か
で
」、フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
(
予
定
)

対
象
―
区
内
に
在
住
、

在
助
で
椅
神
科
へ
通
院
中
の
方

定
S
1
2
0

人
S

用
―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

健康カレンダー 1 月の予定

歯周病予防教室( 3 日制)
お元気ですか歯と歯ぐき

歯
周
病
の
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
次

第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
く

わ
し
い
知
識
や
技
術
を
楽
し
く
学
習
し

ま
す
。
一
生
自
分
の
歯
で
一
ら
し
た
い

方
の
た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
等
―

右
表

定
員
=
3
0人
S

用
=
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
　
3
8
5
5
)
4
1
5
1

※ 時間はいずれも午後1 時30分～3 時30分、各回ともグループワークあり

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
月
の
献
血

日
時
等
―
上
表

問
先
―
東
京
東
赤
十

亨
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
京
庁
舎
・
保
健
予
防
係

1 月の 献血

※いずれも午前10時～11時30分、
午後O時30分～3 時30分

選

挙

足
立
区
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
薄
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

会
委
貝
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す
る
た

め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と
し
て
、

選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載
申
請
書
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
登
載
申
講一
は
1
2

月
2
0日
ご
ろ
に
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
展
業
従
嘉
世
帯
へ
泌
卩
i
r

だ

。必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封

簡
で
期
限
内
に
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

期
限
1
1
月
1
0日

間
先
―
中

央
本
町
庁
合
・
農
業
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

千
住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

葛西用水親水水路

健康あ・ら・かると
ぜ
ん
息
発
作
を
軽
く
す
る

腹
式
呼
吸

1
発
作
は
、
今
の
と
こ
ろ
起
こ
し
て

い
な
い
の
で
、
幸
い
呼
吸
法
を
使
わ
ず

に
済
ん
で
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
思
い

切
り
声
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
ぜ
ん
息

に
良
い
と
教
室
で
教
わ
り
。で
き
る
だ

け
大
き
な
声
で
歌
っ
た
り
、
笑
っ
た
り

さ
せ
る
機
会
を
作
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
を
習
っ
て
か
ら
、
私

自
身
も
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
ま
し

た
I

こ
れ
は
、
ぜ
ん
息
児
「
音
楽
(
腹

式
呼
吸
)
教
室
」
に
参
加
し
た
保
霞
者

の
手
紙
で
す
。こ
の
教
室
は
。
音
楽
を

楽
し
み
な
が
ら
腹
式
呼
吸
の
方
法
を
正

し
く
身
に
つ
け
る
教
室
で
す
。

発
作
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
た
ま
た
ま
そ
の
と
き
に
薬
の
持
ち

合
わ
せ
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
時
こ
そ
、こ
の
腹
式
呼
吸
が
役

に
立
つ
の
で
す
。

し
か
し
、
腹
式
呼
吸
が
大
切
だ
と
わ

か
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
発
作
が
起
こ
る

と
う
ま
く
呼
吸
法
が
使
え
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
腹
式
呼
吸
で
そ
の
息
苦
し

さ
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
、
特
別
に
努
力
す
る
こ
と
な
く
自
動

的
に
で
き
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
発
作
の
起
こ
っ
て
い
な

い
時
に
、
正
し
い
呼
吸
訓
練
を
積
極
的

に
繰
り
返
し
て
反
復
練
習
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

□
腹
式
呼
吸
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
3

つ
の
原
則

①
呼
気
(
は
く
)
の
努
力
を
1
0秒
以

上
続
け
ま
す
。

②
呼
気
が
終
わ
っ
た
ら
、
お
腹
の
筋

肉
を
サ
ッ
と
ゆ
る
め
ま
す
(
ひ
と
り

で
に
お
腹
が
膨
ら
み
腹
式
の
吸
気
が

始
ま
る
)
。

③
必
ず
呼
気
か
ら
始
め
ま
す
。

発
作
の
息
苦
し
さ
を
、
こ
の
よ
う
な

呼
吸
法
に
よ
っ
て
軽
減
で
き
れ
ば
、
薬

へ
の
依
存
が
減
少
し
、
ま
た
、
自
分
の

力
で
発
作
を
克
服
し
た
経
験
は
、
そ
の

後
の
発
作
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す
る

の
に
役
立
ち
ま
す
。
ご
両
親
と
一
緒
に

練
習
を
始
め
れ
ば
、
一
層
効
果
が
上
が

り
ま
す
。

家
族
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

A
公
を
補
償
係
V

荒
川
の
ご
み
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は

『
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
』

ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
(荒
川
ク
リ
ー
ン

エ
イ

ド
'
9
5

)

の
結
果
報
告

1
1月
1
2日
、「
ク
リ
ー
ン
あ
ら

川
」(荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
と
共

催
)
が
、
荒
川
西
新
井
橋
緑
地
か

ら
千
住
新
橋
緑
地
付
近
(
左
岸
)

に
お
い
て
、
早
朝
の
野
球
場
利
用

者
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
、
総

勢
4
7
0人程
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

千
住
新
橋
緑
地
で
は
、
ご
み
を

拾
い
な
が
ら
ご
み
の
数
を
調
査
す

る
作
業
を
行
い
ま
し
た
(
結
果
は

下
表
の
と
お
り
)
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
ビ
ニ
ー
ル
類
の
多
さ
が
目
立

ち
嫐
y
。こ
れ
ら
は
、ぐ
`
な
に
小
さ

な
ヵ
ヶ
ラ
で
も
土
に
‘‰
r
t

い
物
質

で
す
。
水
辺
を
憩
い
の
場
と
し
て
気
持

ち
良
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
お

互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
当
R
は
、

簡
単
な
テ
ス
ト
に
よ
り
、
荒
川
{
汞
質

検
豕
も
行
い
奔
し
た
。

問
先
―
中
央
寡
町
庁
舎
・
土
木
部
計
画

調
整
課
　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

荒川のごみ上位5 位
( 7 年11月12日 調査)
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学
び
た
い
!
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

入
学
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
2
回

放
送
大
学
　
8
年
度
第
1
学
期
学
生
募
集

放
送
大
学
は
生
涯
学
習
を
幅
広
く
進

め
る
た
め

、
文
部
省
が
中
心
と
な
っ
て

開
校
し
た

。
テ
レ
ピ

ー
ラ
ジ
オ
を
使
っ

て
授
業
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
正
規

の
大
学
で
す

。

入
学
試
験
は
な
く
、
1
8
歳
以
上
で
知

的
好
奇
心
あ
ふ
れ
た
方
な
ら
ど
な
た
で

も
入
学
で
き
ま
す

。

学
部
は
教
養
学
部
で

、
現
在
約
3
0
0の

科
目
が
6

つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
お

り

、
皆
さ
ん
の
目
的
に
あ
わ
せ
て
1

科
[
l
i
f
e

ら
学
べ
ま
す

。

・

全
科
履
修
生

【
大
学
卒
業
を
め
ざ
す

方
一

…
4

年
以
上
在
学
し

、
面
接
授
業

な
ど
を
含
め
1
2
4単
位
以
上
と
る
と
卒
業

と
な
り

、「
学
士
(

教
養
)
」
の
学
位
が

取
得
で
き
ま
す

。

・
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
【広
く

教
養
を
身
に
つ
け
た
い
方
】・
・
・
選
科
履

修
生
は
1
年
間
在
学
す
る
コ
ー
ス
、科

目
履
修
生
は
I
学
期
閧
(
6
ヵ
月
)
在

学
す
る
コ
ー
ス
。
い
ず
れ
も
学
習
テ
ー

マ
を
持
っ
て
、
自
分
の
希
望
す
る
科
目

を
選
択
し
て
学
習
し
穿
y
。

放
送
授
業
は
学
期
ご
と
に
1
5
週
に
わ

た
っ
て
の
授
業
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

放
送
し
ま
す
。
な
お
、
放
送
を
視
聴
で

き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
東
京
第
三
学

習
セ
ン
タ
ー
(
足
立
区
生
涯
学
習
館
内
)

に
再
視
聴
用
テ
ー
プ
が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資

料
配
布
期
間
―
現
在
配
布
中

出
願
受

付
期
限
=
2
月
1
5日

授
業
開
始
1
4

月
1
日

費
用
L
左
表
{
と
お
り

問

先
―
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ

ー
(
足
立
区
生
涯
学
習
館
と
併
設
)

〒
四一
東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7

(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

※ 放送授業は、おおむね1 科目2 単位となっています ので、1 科

目あたり の授業料は、多くの櫞剖 、000円となります。なお、授

業科には テキスト( 印刷款材) 代がをまれています

応
急
手
当
講
習
会
　
受
講
者
募
集

日
時
1
1
月
1
4
日
(
日
)
、午
前
9
時
～

正
午

場
所
=
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

対

象
―
区
内
在
住
・
在
助
の
1
8歳
以
上
の

方

内
容
―
応
急
救
命
手
当
に
必
要
な

知
識
・
技
能
の
習
得

※
修
了
者
に
は

東
京
消
防
庁
か
ら
「
救
命
技
能
認
定
書
」

柴
交
付

定
員
=
4
0人
(先
着
順
)
費

用
―
無
料

申
込
l
電
話

※
受
講
決

定
者
に
は
案
内
書
を
送
付

期
限
=
1

月
1
0日

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎

・
災
書
対
策
課

3
8
8
0
)
5
0
1
1

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
月
1
5日
(
祝
)
、午
後
0

時
3
0分
受
付
開
始
、
午
後
1
時
3
0

分
開
会

場
所
=
東
京
武
道
館

(綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
5
分
)

対

象
9
昭
和
5
0年
4
月
2
日
I
昭
和
5
1

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※

案
内
状
持
参
の
う
え
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、
自
動
車
で
の
来
場

は
お
断
り
し
ま
す

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
青
少
年
課
調
整
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー
世帯と人口( 7 年12月1 日現在)

世 帯　262, 231

人 口　638, 449 人
男　323, 719 人
女　314, 730 人

初 釜 と 郷 土 芸 能 鑑 賞 会
1 月7 日( 日) 、郷土博物館およ

び東溯江雇園内の臨溯亭で 「初釜
と郷土芸能鑑賞会」を行います。
ぜひ皆さんで、お出かけください。
□ 初釜の会
時間一午前11時～午後3時内容
一小林仙刹社中によるお点 前
□ 謡曲
時間一午前11時30分、午後1 時30
分 内容一足立謡曲俥叨の皆さん

による謡曲の披露
□ 郷土芸能鑑賞会
時間一午後1 時 、午後2 時 内容
一葛西ぱやし 佐野保存会の皆さん

による寿螽与の披露
――いずれも――
費用一無料 申 込一当日直接会場
へ 堋・問先一郷土博物館

3620 ―9393

足 立 区 防 災 展
阪神・淡路大震災から1年。災

害が起こったとき、自分や家族の
命をどう守るのか、私たち一人ひ
とりが今-・度、日ごろの備えにつ
いて問い直す必要があるのではな
いでしょうか。・防災展には、その
ための知識や工夫を学ぶイベント
が盛りだくさんです。ご家族そろ
っておでかけください。日時-
1月13日( 土) ・午前10時～午後5
時30分、14日( 日) ・午前10時～午後
3時 場所一竹の楸センター 内

容一防災関連用品の展示・即売、
ライフ・ラ イン( 電気・水道 ・ガ
ス・電話等) の相談コーナー、 八
シゴ車の試乗体験、備蓄 食品の試
食、映画、講演会、コン サート ほ
か 問先 一中央本町庁舎 ・災害対
策課　3880 ―5011

● スタンプラリー豆はっぴ贈呈●
区の施設や名所旧跡など、区内
23ヵ所にあるオリジナルスタンプ
を楽しみながら集めていただく
「あだちスタンプラリー」。10ヵ所
以上スタンプを集めた方には、記
念品を用意しています。また、1
月4日～31日までの期間は、先着
300人の方 に通常の記念品のほ か
に、特別記念品とし てオリジナル

豆はっぴを差し 上げます。この機
会にぜひ挑戦し てみてください。
(新たに。ヘルモント公園・伊興
遺鮗公園 がラリーポイントに加わ
りました) ※ 区の施設は年末年
始の聞、休館となり ますので、ご
注意ください 申・問先一足立区
観光協会( 中央本町庁舎・産業振
興課内) 　3880 ―5191

みつけてほしいあなたの生涯学 習
生 涯 学 習 ダ イ ヤ ル

あなたが揀している講座やイベ
ント について、区内情報を中心に

電話でご案内し ます。「何か始めた
い… 」そう思ったとき から始まる
学びのスト ーリー。まずはこのダ
イヤルから始めまし ょう 。

ダイヤル開設期間
1月10日から3月10日までの毎日( 2

月25・26日を除 く)
午前10時～午後5時
3605- 7181( 生涯学習館)

青少年指導者養成セミナー

ステップ アップ! レクリエーションPART Ⅱ
～レクリエーション上達の秘訣～

レクリエーション活動にかかわ
っている 「足立シニ アクラブ」 の

方たちの協力により 、初心者の方
を対象にレクリエーションを具体
的な実践のなかから学んでいき ま
す。 日時等一下表のとおり 場

所一エル・ソフィア 対象- i 6a 、以
上で青少年育成活動にかかわって
いる方 申込一電話 期限- 1 月31
日 問先 一千住本庁舎 ・少年育

成係　3882 ―1111㈹

※ いずれも火曜日、時間は午後7時～9時

新庁舎ホール　8年6 月1 日オープン
利用申し込み受付開始

足 立区新庁舎( 中央本町1- 17　1)
には、R 匯交流施設として、

庁舎 ホールが設置さ れます。
このホールは、舞台 と座席が床

下に収納されています。したがっ
て、ステージ・客席を持つ「ホー
ル亅 とし て、また多目的に使える
広い 「部屋」として利用するこ と

ができます。利用には一定の期限
があり ますが、式典・表彰式 等の
セレ モニ ー、講演会・研修会・セ
ミ ナー等のイベント、各種会議・
シンポジウム等に利用していただ
ける予定です( 自動昇降座席数最
大486) 。
8 年6 月1 日の庁舎ホールのオ

ープンに先立ち、6 月1 日からの

ホー ル利用の 申し込 み受 け付け
を、次の日程で開 始します。
□ 6月・7月利用分
区民、区内の事業所および区内

の団体… 1 月10日から

その他の方・・・1月25日から
□ 8月以降利用分
区民、区内の事業所および区内
の団体・・・利用月の6 ヵ月前の月の
初日から
その他の方・・・利用月の6 ヵ 月前

の月の15日 から
――いずれも――
受付時間一午前9時～午後5時
受付場所- ギ ャラクシティ・西 新
井文化ホール 抽選会一受 付は原
則とし て先 着順としますが、毎月
初日( 1 月 は10日) は、午前9 時
から9 時30分までに来館さ れた 方
を対象に受 付順番を抽選で決定
費用一下表のとおり 問先一千 住
本庁舎・総務係 　3882 ―1111㈹
またはコミュニティ文化・スポー
ツj 必社　5242 ―8161

※ 使用時間には、準備および後片づけの時間を含みます

老人会館　手芸教室
日時- 1月～3月の第2・4土曜
日( 月2回) 、午後1時～2時30分
対象- 60 歳以上の区内在住の方
内容- ちぎり絵、毛糸の帽子、パ
ッチワーク 定員- 30 人( 抽選)
費用一無料( 教材費一部負担)
申込一直接窓口または電話 期限- 12

月28日 場・申・問先一老人
会食官　3859 ―9732

青年 講座
バード・カ ービング
日時- 1月19・26日、2月2・9
・16日( 全5回、いずれも金曜日) 、
午後7時～9時対象- 10代・20
代の青年男 女 内容- ナイフ と彫
刻刀を使って木を削り、鳥( ハマ
シギ) の姿を忠実に再現し ます
定員- 20 人( 先着順) 費用=3, 0001円
(材料費実費) 申込一電話 場
・申 ・問先一青年センタ ー
3890 ―0061

◎「 あ だち広 報」は再生 紙を 使用してい ます T. C. H. 240, 000


